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研究成果の概要（和文）：大学生におけるセルフケアや健康支援によるうつ病の「予防」と「回復」への影響を
調べるために質問調査を実施した。学生の約9%が抑うつ不安評価尺度（K10 ）にてカットオフポイント25点以上
であった。また、学生の約20% が日常生活の中でメンタル面のセルフケアをしており、学内サポート、医療サポ
ートなしに日常生活の中で健康を維持している学生がいることが分かった。しかしながら、メンタルヘルスにつ
いて何もケアしていない学生もいることもわかった。

研究成果の概要（英文）：We conducted a questionnaire survey in order to investigate the effect of 
prevention and recovery of the depression in the college students by their self-care and health care
 support. Almost 9% college students were higher than the cut-off K10 score of 25. In addition, 
approximately 20% of students in this study took measures to maintain mental health in their daily 
life without on-campus support or support from medical institutions. However, some students remained
 taking no measures to maintain their mental health.

研究分野： 精神医学、学校保健

キーワード： 抑うつ　健康支援
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 大学生世代において、最近では「抑うつ」「自

殺」への健康支援の必要性が増加し、課題とな

っている。そして、学内保健管理施設や教職員

のメンタルヘルス支援が学生の健康やQOLの維

持に欠かせないことがわかってきた。 

学生の中には、身近なセルフケアに取り組み、

学内外の健康サービスだけでなく、「食生活改

善」「ストレス対策」等健康情報を得て、セルフケ

アしている者も少なくない。我々の調査で大学

生へ「健康維持への取り組み」に関する質問調

査を実施し、調査学生の約 1／4 が健康の為に

時間やお金をかけ、多くはサプリメントや健康食

品等の摂取、運動、マッサージ等補完代替医療

であることを報告してきた。しかし、学生の行うセ

ルフケアが若年者のメンタルヘルス中でどの程

度「予防」「回復」に寄与しているかについての

調査は少なかった。 
 
２．研究の目的 

精神科医療の対象の学生以外では、不調時

に大学内の保健管理施設にて学校医やカウン

セラーなど学内相談サービスにて経過観察する

者がある。一方、教員の教育場面や家庭内での

進路や将来に係る相談や学生への理解や共感

が学業生活上のストレス増減、自殺事例の転機

に大きく関連するケースもある。これまでの文献

では、親や友人などのサポートの健康維持への

寄与に関する研究報告は少ない。その為、「大

学生世代の抑うつの予防、回復因子の解明」を

目的として、健康支援センターで把握している健

康情報に加え、学生のメンタルヘルスに関連す

る環境、指標（不安抑うつ尺度、QOL）を調査し、

抑うつや自殺の予防と回復について検討し、今

後の学生への健康教育に反映させることを本研

究の目的とした。 
 
３．研究の方法 

平成 25－27 年度に愛知教育大学学生で定

期健康診断に参加した者のうち、アンケートに同

意の得られた対象、各年度約 2000 名程度に健

康診断（治療歴調査含む）に加え、セルフケア

やメンタルヘルス支援環境の実態調査、K10(不

安抑うつ尺度：以下 K10 )、QOL－26（以下

QOL 調査）についてのアンケート調査を行った。

平成 28 年度には、K6（不安抑うつ尺度）と健康

支援センターの支援に関する追加調査を行った。

本調査は愛知教育大学研究倫理審査会の承認

を得て実施した。アンケート結果は、希望者には

報告を行い、健康調査上で問題ある学生につ

いては、個別に生活の適応について保健指導、

経過観察を継続して行い検討を行った。結果よ

り、大学生の抑うつの「予防」と「回復」に必要な

要素、メンタルヘルス環境の整備に必要な要素

を明らかにし、どのような健康指導、健康教育を

行う必要があるかを明確にした。 
 
４．研究成果 

平成 25－27 年度定期健康診断を受診した

愛知教育大学生を対象に抑うつ不安尺度調査

（K10）、ストレスや健康維持への取組と効果に

関するアンケート調査を行った。また、研究最終

年度に在籍できる一部の学年を対象に QOL 調

査を実施した。K10 カットオフ以上の学生、特

に希死念慮に関する質問に「ある」と回答した学

生には呼び出し面接を行い、面接結果を検討し

た。また、平成 28 年は抑うつ不安尺度調査 K6、

学生が健康支援センターの企画する健康講座

に期待することについて調査し、結果を解析し

た。 

 

(1) 抑うつ傾向とセルフケア及び健康支援の実

践と効果に関する検討（H25 年度） 

学生 2870 名（新入生、大学院生を除く）を対

象に K10、ストレスや健康維持への取組と効果

に関するアンケート調査を行った。本検討では、

調査に同意し回答の得られた 2405 名（男性

1040 名、女性 1365 名、有効回答率 83.8％）の

結果を解析した。 

K10 の中間値は 14.0 ポイントであり、女性で

有意に得点が高かった。カットオフ指標である

25 ポイント以上の学生は全体で 218 名(男性

105 名、女性 113 名)であった。「大学生活にスト

レスを感じますか？」の質問に「はい」は 1228 名

（52.9％）、「メンタルヘルスの健康維持のために



取り組んでいることはありますか？」の質問に

434 名（18，7％）が「はい」と回答した。K10 が

25 ポイント以上（高得点群）と未満（健常群）の

群別の検討ではストレスへの質問では、高得点

群で「はい」の回答が多く有意差が見られた。取

り組みの内訳は全体で多い順より、「恋人や友

人と話す（415 名）」「眠る（373 名）」「家族と話す

（343 名)」「おいしいものを食べる(342 名)」であ

った。また他の質問で高得点群では「死のうとし

た」「休退学を考えた」の回答傾向が高かった。 

調査学生の約 1／5 が日常生活の中でメンタ

ル面のケアをしており、「家族や友人との対話」

「睡眠」「おいしい食事」で効果を感じている結果

であった。学内サポート、医療機関のサポートな

しに日常生活の中で健康を維持できる学生がい

ることがわかったが、一方でメンタルヘルス上の

失調の可能性がありながら何のケアもしていな

い学生も多数いることもわかった。  

また、学校の教職員や保健サービスを当てに

する学生が 24 名、医療機関との相談をしている

学生が19名と多くはなかった。この実態からは、

健康を崩している可能性がありながら放置し、何

のケアもしていない学生も多数いる結果が伺わ

れた。今後の研究成果を注意深く見守ることが

大切である。 

 
 

 

 

 

(2) 性別での健康への取組と QOL 調査に関す

る検討（H25、26 年度調査） 

大学生の抑うつ傾向と QOL、メンタルヘルス

のための取組状況の実態を調べるために質問

調査を実施し、男女別検討について考察した。

平成25 年度定期健康診断を受診した愛知教育

大学学部２年次学生 926 名を対象に K10 、

QOL 調査、ストレスの有無、健康維持の取組に

関するアンケート調査を行った。本検討では、調

査に同意し回答の得られた 721 名（男性 302 名、

女性 419 名、有効回答率 77.9％）の結果を解

析した。結果では、QOL 調査（WHOQOL-26） 

の全体の QOL 平均値は 3.53±0.47 であった。

下位分類「身体的領域」「心理的領域」「社会的

関係」「環境領域」に関する男女別の検討では、

QOL-社会的関係、および QOL-環境領域 の

項目で女性が有意に得点が高く、社会的側面、

環境的側面で女性の方が QOL が高い傾向が

見られた。女性特有の傾向であるかは不明であ

るが、背景として女性学生特有の「友人関係を

重視し大切にする傾向」「県内の地域近郊から

通学する自宅生が多く、経済的に親からのサポ

ートを受け豊かな環境にある」など推察される。 



 

同研究にて、対象学生の約 1／5（19.6%）が

日常生活の中でメンタル面のケアのための取組

をしており、女性により多かった。男性は「運動

やスポーツの実践」をメンタルヘルス対策として

挙げる者が有意に多かった。 

 

(3) 自殺念慮を有する学生と心身の健康につい

て（H25、26年度調査） 

大学生の抑うつと心身の健康、自殺念慮につ

いて検討するために、平成 25 年度に定期健康

診断を受診した愛知教育大学生 2870 名、平成

26 年度に受診した学生 2918 名を対象におこな

った同調査内にて、調査に同意し継続して 2 年

とも回答した学生は1438 名であった。そのうち、

悲しみの感情に関するアンケートにて、2 年続け

て「この 1 年で死のうかと真剣に悩むことがあっ

た」と回答した学生 27 名(男性 10 名、女性 17

名)の結果を検討した。対象学生の K10 の平均

値は平成 25 年度が 24.7±8.4 点、平成 26 年

度が 26.8±2.3 点であった。平成 26 年度の

K10 が 25 点以上の学生は 19 名(70.4%)、「現

在の学生生活にストレスを感じている」学生は23

名(88.5％)であった。年 1 回以上「死のうとした」

と回答した学生は 6 名であり、早急な呼び出しを

必要とした。平成26年度の健康診断結果では、

要経過観察 C 以上の学生が 14 名(51.9％)であ

り、そのうち肥満が 6 名(42.9％)であった。3 項

目以上の心身の愁訴がある学生は 11 名であっ

た。対象学生に特別な不適応事例は認めず、

多くは事後措置の呼び出しには応じなかった。

肥満等の事後措置を受けた学生でもその時点

では抑うつ気分はなかった。自殺念慮が持続す

る学生は健康診断結果の要経過観察者が多か

った。ケアをすすめるためには、事後措置の時

に内科学校医からメンタルヘルスのリスクがあり

そうな学生について、精神科学校医への引き継

ぎ 時 の 工 夫 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。

 

 

 

(4) 保健管理施設への期待、ニーズ（H25-28

年度調査） 

大学内保健管理施設では、精神科やカウン



セラーが学生の相談対応にあたっている。現状

の相談活動の中で本学の学生は今後どのような

支援を期待しているのか。本研究調査より「今後

のメンタルヘルス支援に関する設問への自由回

答欄」の回答 101 件分について検討した。要望

で最も多かったのはカウンセリング機能の充実

への要望約 30％であった。医療対応としては、

「認知行動療法」「心身両面の相談」など具体的

な希望があり、学生のニーズに合わせたサービ

ス提供が必要と思われた。また、「お茶会やスポ

ーツ企画をしてほしい」「健康な人に元気を与え

て欲しい」等健康支援を離れて、課外のふれあ

いの場所としての企画希望があった。支援環境

として「行きやすい場所となってほしい」と環境改

善の観点のニーズも見られた。 

H28 年度は健康支援センターが開催する健

康講座テーマのニーズを調査した。2665 名（男

1203 名、女 1462 名：有効回答率 94.1%）の回

答結果では最も多かったのは「リラックス法」685

名（25.7%）であった。「アロマセラピー」「アニマ

ルセラピー」等補完代替療法領域で学生のニー

ズを反映させた企画を講じ、保健管理施設がよ

り身近な存在になるよう活動することも一案と考

えられた。 
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